
  
 

第 124 回 ＴＳＵＮＡＭＩ ビジネスプラン発表会 ＆ 特別講演会 
【平 成 22 年 2 月 10 日 (水 ) 開 催   会 場 ：岩崎学園 （相鉄岩崎学園ビル 8F）】 

本 年 最 初 のビジネスプラン発 表 会 は、ベンチャー企 業 ３社 による発 表 のほか、神 奈 川 県 商 工 労 働 部 顧 問 の馬 来 義 弘 様 をお迎 えし、 

特 別 講 演 会 「勝 ち組 ベンチャー企 業 を目 指 して」、および懇 親 会 が開 催 されました。会 場 には、神奈川県副知事である羽田愼司様をはじめ、 

１００名 近 くの皆 様 にご来 場 頂 きました。この模 様 と、２月 ３日 ～５日 にパシフィコ横 浜 で行 なわれたＴＳＵＮＡＭＩベンチャーフェアの様 子 を 

２ページ目 に併 せてご紹 介 いたします。 

                                                              

                                                 
 

 
 

                                                 

                                                  
                                                                                

       
講演に熱心に耳を傾ける参加者（上） 
講演後は懇親会が行なわれた（下） 

   

   

ご参考 

１. ワイヤレス・オープン・プラットフォーム株式会社    代表者  宮町 秀恒 氏   
【設立】 2009年11月 

【住所】東京都千代田区紀尾井町 3 番 6 号紀尾井町パークビル１Ｆ  【資本金】 2,500 千円 

【事業概要】 地域ＷｉＭＡＸ事業者向け認証、課金のクラウド・コンピューティングサービスの提供。総務省管轄下の地

域ＷｉＭＡＸ推進協議会の主要メンバーとして高速無線ブロードバンドの世界標準であるＷｉＭＡＸの規格に則り地域

ＷｉＭａｘ免許取得事業者４０社の接続テスト及び商用セントラルサーバ事業者の地位を目指す。カナダ Bridgewater 

System 社との事業提携済み。 

【コメント】今なお、ブロードバンドの接続状況は、地域により格差があります。格安な地方の無線ブロードバンド接続の

実現で、日本地域経済活性化に貢献したいという思いを、熱く語って頂きました。 

 

２. 株式会社エリア    代表者  樋口 嘉 氏 
【設立】 1993年9月 

【住所】大分県速見郡日出町大字豊岡字岩垣799番地1   【資本金】 13,765千円 

【事業概要】現在、日本の半導体産業は水平分業化とＬＳＩの更なる高機能化と高集積化が進むとともに、長期化する

開発時間やテストコストの増加が課題になっている。その流れの中で半導体のテスト工程に特化して、コンサルティング、

製品の評価・解析サービス、量産支援サービス、テストアプリケーションの開発を手掛けている。現在、電源デバイスについ

て技術者及び設備の充実を図っているところであり、設計後の評価から市場投入までのタクトタイムの向上に貢献する。 

【コメント】九州・大分からお越し頂きました。LSI試験装置開発、LSIの評価・解析の分野では優れた実績を重ねておら

れます。北九州にラボ、茨城に営業所もあるとのことですので、東日本地域での展開も期待されます。 
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３. 株式会社アグリバイオインダストリ    代表者  吉田 美樹 氏 
【設立】 2006年4月 

【住所】札幌市西区西町南12丁目5番13号   【資本金】 205,000千円 （資本準備金 188,200千円） 

【事業概要】農学、工学、医学、商学といった異なる分野に蓄積されたテクノロジーを結集し、高付加価値の新素材

生産を産業化することを目的に設立された北海道大学農工医発ベンチャー。具体的には、北海道内で多く栽培され

ているビート（甜菜）の非食用部分を原料としたバイオプラスチック（バイオポリエステル、バクテリアセルロース、乳酸）の生

産を行っている。これらの素材を従来の石油由来プラスチックに代替し、広く工業用途に利用することにより、カーボンニ

ュートラルによる低炭素社会の実現に貢献する。 
【コメント】札幌からお越し頂きました。北海道産の植物のビートを原料に、発酵によりバイオプラスチックに変えてしまう独

自の技術に驚きました。まさに次世代を切り開く新技術と言えるでしょう。 

 
【 特別講演会】 勝ち組ベンチャー企業を目指して 

           講演者： 馬来 義弘 氏 （神奈川商工労働部顧問） 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演の内容は、１．経営技術総合支援の実施、２．経営者としての留意点、３．ＶＣ・ 

金融機関＆大企業への要望、４．人材育成面での留意点、以上の４項目について、大変わかりやすくお話しをし

て頂きました。経営技術総合支援として、支援企業の売れる商品・強いブランド創りのために、県公設試・県経営

支援センター・中小企業基盤整備機構による新しい連携の仕組みを創り、ベストミックスによる経営技術総合支援

を行なう「神奈川方式」を紹介されました。また、経営者向けには、「企業としての将来の夢を持ち、その夢を部下に

語ってほしい」など、トップが持つべき心構えをいくつかお話しされ、特に、「リーダーとは、自分のしたいことを人にやら

せる人のことではなく、自分のしたいことを部下の人々にもしたいと思わせることのできる人」という言葉が強く印象に

残りました。ベンチャー企業だけに向ける言葉のみならず、ＶＣ・金融機関・大企業へのアドバイスもお持ちで、何事

も決定されるまで時間がかかりすぎると言われがちな日本企業ですが、やはり、「投資に関する意思決定プロセスの

革新」が必要とのことでした。馬来様ご自身が大企業や県において長年キャリアを積まれてきているだけに、説得力

がありました。人材育成面では、「部下が顕在化している能力は一部。大部分は水面下に隠れている」と指摘。最

後に、「部下の身体と心の健康に最大限の配慮をしてほしい」と、あたたかい視点からお話しを締めて頂きました。 

 

★★馬来義弘氏 略歴★★ 
1973 年4月 日産自動車（株）入社、総合研究所材料研究所長、研究推進部部長等歴任 

2002 年 7 月 神奈川県入庁 

2009 年 4 月 神奈川県産業技術センター所長就任 

2009 年 4 月 神奈川県商工労働部顧問就任（現任）、 

（独）中小企業基盤整備機構新事業支援部プロジェクトマネージャー就任（現任） 

              



        

 

 ＴＳＵＮＡＭＩ ベンチャーフェア２０１０ ご報告 
【平 成 22 年 2 月 3 日 (水 )～5 日 （金 ） 開 催   会 場 ： パシフィコ横 浜 展 示 ホール】 

 

 

ＮＰＯ法人ベンチャー支援機構ＴＳＵＮＡＭＩの活動のひとつとして、毎年２月に開催している「ＴＳＵＮＡＭＩベンチャーフェア」があります。 

今年もテクニカルショウヨコハマ２０１０内に展示ブースを設け、財団法人神奈川産業振興センター様と共催で、ベンチャーフェアを開催 

いたしました。 

 

     ●開催目的   ベンチャー支援機構ＴＳＵＮＡＭＩおよびＴＳＵＮＡＭＩに関わるベンチャー企業を紹介する。 

                ベンチャー企業向け、ワントゥワンミーティングを開催する。 

                ＴＳＵＮＡＭＩのサポート会員、支援会員企業等との商談を開催する。 

 

今回も、ＴＳＵＮＡＭＩベンチャー会員企業様を中心に、各企業のパネルや商品が展示されました。高技術を擁する企業が多いこともあり、 

ブースに立ち寄られる方々の足が途絶えることなく、活気のあふれるブースとなりました。また、ブースには、応接コーナーも設置され、ブース 

に訪れる皆様によりいくつか商談が進められていました。ＴＳＵＮＡＭＩブースの出展にご協力頂いた企業は下記のとおりです。 

               

 

☆★★☆ 今後の活動予定 ☆★★☆ 
第 125 回 「TSUNAMI」ビジネスプラン発表会 

日  時： 平成 22 年 3 月 10 日（水）                           

発表会： 13:30 ～ （発表後、交流会） 

会  場： 学校法人 岩崎学園 横浜西口 2 号館 
〒221-0835 横浜市神奈川区鶴屋町 2-17 

相鉄岩崎学園ビル内 8 階 （横浜駅西口より徒歩 3 分） 

※発表企業詳細は追ってご連絡致します。 

 

Japan Green New Deal Forum 2010 
日  時： 平成 22 年 4 月 7 日（水）  9:00 – 20::30 

4 月 8 日（木） 9:00 – 12:40                           

          会  場： かながわサイエンスパーク （ＫＳＰホール及びギャラリー） 

日本では新政権の下で「温室効果ガス 90 年度比排出量 25％削減」が打ち出されました

が、米国では単なる環境問題に留まらず、新しい需要創出の起爆剤として「グリーンニューデ

ィール政策」を打ち出しています。日本には世界をリードする数多くの環境関連技術がありま

す。世界が新たな発展と環境エネルギー問題の解決に取り組む中で、日本の高度なものづ

くり産業基盤と技術力は大きな付加価値を生み出す源泉となります。TSUNAMI では発足

10 周年の節目にあたり、アドバイザーの方々を交え、1 日目は「革新的技術の現状や可能

性」などの技術を中心とした議論、2 日目は「新規需要創出のための産業金融のあり方とア

ジアとの連携など『育てる資本主義』という観点で議論を展開していきます。 

※その他、さらに詳細な内容・参加費等は、近日中に再度ご案内致します。 

《感 想》  
２月上旬は、ベンチャーフェアおよび、交歓会を兼ね

たビジネスプラン発表会という、TSUNAMI のメインイ

ベントが続けて開催され、いずれも盛況を博しまし

た。ご来場いただいた皆様ありがとうございました。 

本年も、TSUNAMI は精力的に活動を続けて参りま

す。左記のとおり、４月には環境に焦点をあてたフォ

ーラムも開催予定です。こちらのほうも、ぜひお誘い

合わせの上ご来場下さい。よろしくお願い致します。 
 

NPO 法人ベンチャー支援機構 TSUNAMI  
（TEL）045-470-8668 (FAX) 045-470-8818 

大森／奈尾 

(株)TSUNAMI ネットワークパートナーズ 

(株)TSUNAMI オンザロード 
（TEL）045-470-8088 (FAX) 045-470-8090 

井汲／飯塚／吉岡 

 

出展にご協力頂いた企業・団体 （順不同） 
 
ピーアイ技術研究所、ユーフォニック・テクノロジー、 
ユネクス、アクアサイエンス、アスカティースリー、 
イーメックス、エフオーアイ、関西ブロードバンド、 
クエイザーシステム、シリコンライブラリ、ダブル・スコープ、

筑波精工、リプラス、ナレッジオートメーション、ＡＪＩ、 
青葉技術会、台日産業技術合作促進会、 
よこはま高度実装技術コンソーシアム（ＹＪＣ）、 
特定非営利活動法人ベンチャー支援機構ＴＳＵＮＡＭＩ  

  
 

 


